
年間授業計画　

高等学校 令和５年度（2年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 年次 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断す
るための手掛かりとなる概念や理論について
理解している。
・諸資料から、倫理的主体などとして活動す
るために必要となる情報を適切かつ効果的に
調べまとめることができる。

・現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・
判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間
における基本的原理を活用して、事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力
や、合意形成や社会参画を視野に入れながら
構想したことを議論する力がある。

高等学校　公共　清水書院

公民

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活
用して、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想
したことを議論する力がある。

国家及び社会の形成者として、よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

（　2組：　　　　）（　3組：　　　　）（　4組：　　　　）

公民 公共 2

配当
時数

１
学
期

【知識・技能】
・青年期は自立や自律をはかる重要
な時期であることを理解する。
・伝統や文化，宗教などを背景にし
て現代社会が成り立っていることを
理解する。
・古代から近代の日本の思想家の思
想内容を理解する。
【思考・判断・表現】
・自己形成の課題について考察す
る。
・先哲の思想や伝統，文化，宗教が
自分自身の生き方に与えている影響
に気付く。
・自分と異なる価値観に基づく主張
を聴いたり，様々な立場に立って共
感的に他者の思いを受け入れる力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自らを成長させる人間としての在
り方生き方とはどのようなものか主
体的に追究できる。
・先哲の思想や生き方から自分自身
の生き方を検証し，参考にできるこ
とはないか主体的に追究できる。
・自主的に公共的な空間を作り出し
ていこうとする自立した主体である
という自覚した行動をとる力を養
う。

１　私たちの人生と社会
２　青年期の心理と課題
　３　哲学の始源と発展
－ギリシャ思想
４　一神教の教え
５　東洋の宗教と思想（１）
－仏教
６　東洋の宗教と思想（２）
－儒教
７　日本の風土と神仏への信仰
８　江戸時代の学問と近代化への
歩み
　

※生徒の理解度や担当者の工夫に
より進度が変わるため、必ずしも
計画どおりに展開するものではあ
りません。

【知識・技能】
・青年期は自立や自律をはかる重要な時期で
あることを理解できている。
・伝統や文化，宗教などを背景にして現代社
会が成り立っていることが理解している。
・古代から近代の日本の思想家の思想内容が
理解できている。
【思考・判断・表現】
・自己形成の課題について考察できている。
・先哲の思想や伝統，文化，宗教が自分自身
の生き方に与えている影響に気付くこ
とができている。
・自分と異なる価値観に基づく主張を聴いた
り，様々な立場に立って共感的に他者の思い
を受け入れたりすることができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自らを成長させる人間としての在り方生き
方とはどのようなものか主体的に追究できて
いる。
・先哲の思想や生き方から自分自身の生き方
を検証し，参考にできることはないか主体的
に追究できている。
・自主的に公共的な空間を作り出していこう
とする自立した主体であるという自覚した行
動をとることができている

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・経験論や合理論などの科学的な思
考、社会契約説、ヘーゲルやマルク
ス、実存主義などの近代思想を通し
て、自然と人間との関わりを理解さ
せ、社会の在り方と人間としての在
り方生き方について多面的・多角的
に考察させる。

【知識・技能】
・近世・近代・現代の世界の思想家の思想内
容が理解できている。
【思考・判断・表現】
・先哲の思想や生き方から自分自身の生き方
を検証し，公共的な空間を作る主体としての
自己の生き方について考察できている。
・公共的な空間における人間としての在り方
生き方を考察するための選択・判断の手掛か
りが考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を理解
し身につけようとしている。
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を使っ
て，現代の諸課題を主体的に追究できてい
る。

○ ○

○ 14

11○

２
学
期

【知識・技能】
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，
民主義，法の支配，自由・権利と責
任・義務など，公共的な空間におけ
る基本的原理について理解する。
・日本国憲法の基本原理や保障され
ている権利を理解する。
【思考・判断・表現】
・このような基本的原理を考察する
ことによって，個人と社会との関わ
りを多面的・多角的に考察する。
・日本国憲法の基礎にある考え方に
着目し，公共的な空間における基本
的原理との関連を考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治が自らの生活とかかわっ
ていることを理解し，民主社会に主
体的に生きる人間のあり方生き方に
ついて思索を深める。
・日本国憲法で保障されている権利
が理解でき，自らの生き方と権利を
結びつける。

１　近代国家と立憲主義
２　日本国憲法の成立
３　日本国憲法の三原理と人権保
障
４　平和主義と国際社会
５　平等権
６　自由権
７　社会権
８　参政権の保障と国務請求権
９　新しい人権
　

※生徒の理解度や担当者の工夫に
より進度が変わるため、必ずしも
計画どおりに展開するものではあ
りません。

【知識・技能】
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主
義，法の支配，自由・権利と責任・義務な
ど，公共的な空間における基本的原理につい
て理解できている。
・日本国憲法の基本原理や保障されている権
利が理解できている。
【思考・判断・表現】
・このような基本的原理を考察することに
よって，個人と社会との関わりを多面的・多
角的に考察することができている。
・日本国憲法の基礎にある考え方に着目し，
公共的な空間における基本的原理との関連を
考察することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治が自らの生活とかかわっているこ
とを理解し，民主社会に主体的に生きる人間
のあり方生き方について思索を深められてい
る。
・日本国憲法で保障されている権利が理解で
き，自らの生き方と権利を結びつけることが
できている。

○ ○

飛鳥

１　近代的人間像の誕生（１）
－近代の始まり
２　近代的人間像の誕生（２）
－科学的な思考
３　国家社会と人間性（１）
－社会契約説
４　国家社会と人間性（２）
－ヘーゲルとマルクス
５　国家社会と人間性（３）
－実存主義
６　公共性の復権と
他者についての思考
７　公正な社会と個人
－現代の政治思想

※生徒の理解度や担当者の工夫に
より進度が変わるため、必ずしも
計画どおりに展開するものではあ
りません。

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解している。

（　5組：　　　　） （6　組：　　　　）

・国家及び社会の形成者として、よりよい社会の
実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決し
ようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共

（　1組：　　　　）



【知識・技能】
・現代の企業の果たしている役割が理解でき
ている。
・中小企業や農業の果たしている役割と現状
を理解できている。
・産業構造の変化と職業選択との関係や，雇
用・労働問題について理解できている。
・市場経済のメカニズムが理解できている。
・金融のしくみを理解し，経済状況に応じて
適切な手段を提示できている。
・政府が経済に果たしている役割を理解でき
ている。
・財政のしくみを理解し，経済状況に応じて
適切な手段を提示できている。
【思考・判断・表現】
・現代の企業倫理について考察できている。
・経済のサービス化が進展し，国民生活にど
のような変化をもたらしたか考察できてい
る。
・GDP が大きいことが豊かさにつながるのか
どうか，豊かさについて自分なりに判断でき
ている。
・自身の老後生活を予想し，租税（支払い）
と社会保障（受取り）とのバランスを考察で
きている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・
・商品の価格は需給関係によって変動するも
のもあることを理解し，合理的は消費行動が
とれている。
・超低金利時代に生きる一員として，今後の
経済設計がきちんとたてられている。
・日本の経済について課題を発見し，解決す
る見通しが持てている

○ ○ ○

10

○ 10

○ 14

【知識・技能】
・地方自治や選挙の仕組み，政党の役割を考
 察することによって具体的に民主政治を支え
 る制度を理解できている。
・法や規範の意義や役割が理解できている。
・公正な裁判には司法権の独立が必要であ
り，国民の参加が大切であることが理解でき
ている。
【思考・判断・表現】
・日常の買い物や銀行のクレジットカードな
ど，身近な契約の例を挙げることができる。
・裁判員制度がどのような目的で創設された
か考察できている。
・裁判によって国民のどのような権利が守ら
れているのか考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な紛争状況を設定し，それを解決する
ためのルール作りを体験的に行うことができ
る。
・模擬裁判などを通して，司法に関心を持ち
裁判員制度の意義をふまえ積極的に参画する
自覚を持つことができている。

○ ○ ○ 14

【知識・技能】
・国際法の意義や国際紛争を解決する機関の
役割が理解できている。
・国際連盟・国際連合の組織と役割が理解で
きている。
・冷戦の成立とその終結後の国際政治の流れ
が理解できている。
・国際社会の中で平和主義を掲げる日本の役
割が理解できている。
・核軍拡から核軍縮への流れが理解できてい
る。
・現代の世界の紛争や人権問題について理解
できている。
【思考・判断・表現】
・選挙制度の違いによって，政党制にも大き
な違いがでてくることを考察できている。
・自分が理想とする選挙制度を選択すること
ができる。
・集団的安全保障がなぜ有効なのか考察でき
ている。
・国連の現状と課題について考察できてい
る。
・国際問題について自分なりの意見を持ち，
他者に説明できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・模擬投票などを通して，選挙に積極的に参
加するなど主権者としての自覚を持つことが
できている。できている。
・日々報道される世界の国際紛争に関心が持
てている.
・民族紛争や難民問題など国際政治問題につ
いて日常から関心を持てている。

○ ○

２
学
期

【知識・技能】
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，
民主義，法の支配，自由・権利と責
任・義務など，公共的な空間におけ
る基本的原理について理解する。
・日本国憲法の基本原理や保障され
ている権利を理解する。
【思考・判断・表現】
・このような基本的原理を考察する
ことによって，個人と社会との関わ
りを多面的・多角的に考察する。
・日本国憲法の基礎にある考え方に
着目し，公共的な空間における基本
的原理との関連を考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治が自らの生活とかかわっ
ていることを理解し，民主社会に主
体的に生きる人間のあり方生き方に
ついて思索を深める。
・日本国憲法で保障されている権利
が理解でき，自らの生き方と権利を
結びつける。

１　近代国家と立憲主義
２　日本国憲法の成立
３　日本国憲法の三原理と人権保
障
４　平和主義と国際社会
５　平等権
６　自由権
７　社会権
８　参政権の保障と国務請求権
９　新しい人権
　

※生徒の理解度や担当者の工夫に
より進度が変わるため、必ずしも
計画どおりに展開するものではあ
りません。

【知識・技能】
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主
義，法の支配，自由・権利と責任・義務な
ど，公共的な空間における基本的原理につい
て理解できている。
・日本国憲法の基本原理や保障されている権
利が理解できている。
【思考・判断・表現】
・このような基本的原理を考察することに
よって，個人と社会との関わりを多面的・多
角的に考察することができている。
・日本国憲法の基礎にある考え方に着目し，
公共的な空間における基本的原理との関連を
考察することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治が自らの生活とかかわっているこ
とを理解し，民主社会に主体的に生きる人間
のあり方生き方について思索を深められてい
る。
・日本国憲法で保障されている権利が理解で
き，自らの生き方と権利を結びつけることが
できている。

○ ○

・民主社会の成立過程、現代社会の
民主政治の仕組みと世界の政治制度
について理解させる。
・民主政治における世論形成と政治
参加の意義について理解させ、主権
者（有権者）として社会に関わる意
識を高めさせる。
・国民主権を中心とした立法、行
政、司法の仕組みと課題を理解さ
せ、制度や機構の背景にある民
主政治の考え方について多面的・多
角的に考察させる。
・司法制度の仕組みと課題を理解さ
せ、よりよい司法の実現のために、
国民が司法に参加する意義を考察さ
せる。
・地方自治の仕組みを理解させ、地
方自治が民主政治の基盤となってい
ること、地域の課題につい
て考察させる。

１　自由民主主義の成立と危機
２　現代の民主主義と課題
　　世界の政治制度
３　世論の形成と民主社会
　　情報モラルについて
４　政治参加と主権者（有権者）
５　選挙と政党
６　国会の役割としくみ
７　内閣と行政機関
８　裁判所の役割としくみ
９　市民生活と司法参加
10　地方自治と住民の生活

※生徒の理解度や担当者の工夫に
より進度が変わるため、必ずしも
計画どおりに展開するものではあ
りません。

３
学
期

・国際社会の変遷、人権、国家主
権、国際法の意義、国際連合をはじ
めとする国際機構の役割について理
解させ、国際社会が抱える課題を考
察させる。
・冷戦後の国際社会の変化、冷戦後
の軍縮や核兵器廃絶などに関する国
際的な取り組みについて理解させ、
グローバル化が進展する国際社会の
在り方や課題を多角的・多面的に考
察する。
・現代の国際紛争の諸要因について
理解させ、その対立を解消するため
に、多文化共生の観点から調整し協
調することが国際政治に必要とされ
ることを理解させる。
・平和主義と国際協調の立場から、
日本の安全保障や国際貢献の在り方
について多面的・多角的に考察させ
る。

１　国際政治の成り立ち
２　国際連合の設立とその役割
　　国際連合の主要機関と課題
３　冷戦とその終焉
４　軍縮と安全保障
５　リージョナリズム
６　グローバル化と国家
７　現代の紛争
８　多文化・多民族社会に向けて
９　移民と難民
　　難民問題
10　日本の戦後外交と課題

※生徒の理解度や担当者の工夫に
より進度が変わるため、必ずしも
計画どおりに展開するものではあ
りません。

・私たちの生活における経済の役割
について理解させる。その際、消費
者の権利と責任、職業選択、マクロ
経済などについての基本的な知識を
身につけさせ、経済活動と福祉の向
上との関連について多面的・多角的
に考察させる。
・市場経済の機能、金融や財政の仕
組みについて理解させ、その役割と
課題について多面的・多角的に考察
させる。
・現代の企業の仕組みと特色を理解
させ、企業統治や企業の社会的責任
などについて考察させる。
・日本経済の歩みを通して、公害、
環境保全、雇用と労働問題、少子高
齢化における社会保障の課題につい
て、社会的な見方・考え方を総合的
に働かせ、多面的・多角的に考察さ
せる。

１　私たちと経済
　　消費者の権利と責任
２　仕事と社会
３　国民経済とGDP
４　社会のしくみとしての市場
５　市場の機能
６　市場の限界
７　金融とそのはたらき
８　財政とそのはたらき
９　現代の企業
10　労働問題
11　社会保障の役割
12　少子高齢化と財政の維持可能

※生徒の理解度や担当者の工夫に
より進度が変わるため、必ずしも
計画どおりに展開するものではあ
りません。



【知識・技能】
・現代の企業の果たしている役割が理解でき
ている。
・中小企業や農業の果たしている役割と現状
を理解できている。
・産業構造の変化と職業選択との関係や，雇
用・労働問題について理解できている。
・市場経済のメカニズムが理解できている。
・金融のしくみを理解し，経済状況に応じて
適切な手段を提示できている。
・政府が経済に果たしている役割を理解でき
ている。
・財政のしくみを理解し，経済状況に応じて
適切な手段を提示できている。
【思考・判断・表現】
・現代の企業倫理について考察できている。
・経済のサービス化が進展し，国民生活にど
のような変化をもたらしたか考察できてい
る。
・GDP が大きいことが豊かさにつながるのか
どうか，豊かさについて自分なりに判断でき
ている。
・自身の老後生活を予想し，租税（支払い）
と社会保障（受取り）とのバランスを考察で
きている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・
・商品の価格は需給関係によって変動するも
のもあることを理解し，合理的は消費行動が
とれている。
・超低金利時代に生きる一員として，今後の
経済設計がきちんとたてられている。
・日本の経済について課題を発見し，解決す
る見通しが持てている

○ ○ ○

10

合計

70

３
学
期

・私たちの生活における経済の役割
について理解させる。その際、消費
者の権利と責任、職業選択、マクロ
経済などについての基本的な知識を
身につけさせ、経済活動と福祉の向
上との関連について多面的・多角的
に考察させる。
・市場経済の機能、金融や財政の仕
組みについて理解させ、その役割と
課題について多面的・多角的に考察
させる。
・現代の企業の仕組みと特色を理解
させ、企業統治や企業の社会的責任
などについて考察させる。
・日本経済の歩みを通して、公害、
環境保全、雇用と労働問題、少子高
齢化における社会保障の課題につい
て、社会的な見方・考え方を総合的
に働かせ、多面的・多角的に考察さ
せる。

１　私たちと経済
　　消費者の権利と責任
２　仕事と社会
３　国民経済とGDP
４　社会のしくみとしての市場
５　市場の機能
６　市場の限界
７　金融とそのはたらき
８　財政とそのはたらき
９　現代の企業
10　労働問題
11　社会保障の役割
12　少子高齢化と財政の維持可能

※生徒の理解度や担当者の工夫に
より進度が変わるため、必ずしも
計画どおりに展開するものではあ
りません。


